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論文作成や研究を進める際に効果的にデータベースを利用するために

●論文記事の検索、研究動向の分析

→Web of Science

●雑誌選定、評価

→Journal Citation Reports

1



2 2

１. Web of Scienceとは

２. Web of Scienceでわかること （実習）

－論文を検索する

－研究トレンドをみる

３. Journal Citation Reports（ご参考）

アジェンダ



1. “Web of Science”とは
トムソン・ロイターについて
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①検索する

②論文を絞り込む

③フルレコードをみる

④他の情報をみる

例）有機ELについてトピック検索

「organic el or organic 

electroluminescence」で検索

例）検索結果から特定の論文を探し
ます。

例） ジャーナル「NATURE」のインパクト
ファクターをJCRで確認

④他の情報をみる

例） 「全文」（フルテキストリンク）から論文
の全文閲覧ページにリンク

※閲覧できる論文は学内の環境によります

1. “Web of Science”とは
論文を検索する
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①検索する

②検索結果

③引用レポートをみる

例）有機ELについてトピック検索

例）検索結果の傾向をみる

③結果の分析をみる（主題分野）

1. “Web of Science”とは
研究トレンドをみる
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1. “Web of Science”とは

各分野厳選された国際誌約12,000誌を収録。

各文献の引用文献情報を収録。

弘前大学様ご利用可能データ

自然科学（SCIE）：1993年～ ※フルデータ1900年～

社会科学（SSCI）：1993年～ ※フルデータ1900年～

人文科学（AHCI）：1993年～ ※フルデータ1975年～

注目している文献（論文）がどのような文献（論文）を引用しているか、
引用されているかを把握。
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● 厳選した一流国際誌を収録する文献データベース

● 中立的立場で収録誌を採択

● 引用でつながる文献情報

トムソン・ロイターは情報ベンダーとして、出版社に対し中立的な立
場で収録誌を採択しています。そのため、幅広く学問分野をカバーし、
出版社に偏ることのない学術雑誌の選定を行います。

数ある雑誌の中で質の高い学術雑誌を収録しています。

学術雑誌収録のためには、厳しい編集方針があり、一貫
性のある正確な収録プロセスで行っています。

ジャーナル選定基準： http://science.thomsonreuters.jp/mjl/criteria/

幅広く分野をカバー

次ページ以降ご説明します。

1. “Web of Science”とは
Web of Scienceの特徴

http://science.thomsonreuters.jp/mjl/criteria/
http://science.thomsonreuters.jp/mjl/criteria/
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引用文献の情報を
データとして蓄積

Web of Science選定ジャーナル以

外の論文や著作、紀要、特許なども
検索が可能になります。

EX.

ファインマン「物理学」

ケインズ「一般理論」

シェークスピア「ハムレット」

1. “Web of Science”とは
引用文献情報を蓄積・索引付け
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ブレイク 引用文献をたどると分かること

リーマンショック
（2007）

NY市場ブラック
マンデー株暴落

（1987）

ソ連崩壊（1991）第二次オイル
ショック（1979）

欧州経済共同体
（EEC）発足（1958）

「一般理論」が発表されて以降、WoS掲載論文が「一般理論」を引用した数値を年度別にグラフ化
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ブレイク 引用文献をたどると分かること

ケインズ「雇用、利子および貨
幣の一般理論」（1936年）を
引用した文献の検索

3,248論文がケインズ
の著書を引用

結果の分析や引用レ
ポートの作成で検索結
果の傾向をみる
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１. Web of Scienceとは

２. Web of Scienceでわかること （実習）

－論文を検索する

－研究トレンドをみる

３. Journal Citation Reports（ご参考）

アジェンダ



2. “Web of Science”で分かること（実習）
始める前に –検索の基本

主な検索演算子

and ： 必ず含む

スペース ： andと同意

“ “ ： （クオテーション）入力語順を固定

or ： いずれかを含む

* ： cell*であればcellsも対象（ワイルドカード）

same ： 入力語が同一センテンスにある
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2. “Web of Science”で分かること（実習）
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実習１ 【ips細胞に関する論文を検索する】

「ips cell」をトピック検索

①論文の並び替え

②フルレコード内容について・引用情報をみる・JCR（インパクトファクター）をみる

③引用レポートの作成・エキスポート機能の利用

実習２ 【弘前大学の論文を検索する】

「hirosaki univ」を著者所属で検索

①論文の並び替え

②引用レポートの作成・結果の分析の利用

③検索式や引用アラーとの作成について
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１. Web of Scienceとは

２. Web of Scienceでわかること （実習）

－論文を検索する

－研究トレンドをみる

３. Journal Citation Reports（ご参考）

アジェンダ
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Web of ScienceとJournal Citation Reports

論文単位の引用情報

雑誌タイトル
ごとに集計

インパクトファクター

Science 

Citation Index

Expanded

Social Sciences 

Citation Index

雑誌単位の引用情報
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インパクトファクターとは

• 雑誌のインパクト」（影響度）を計る評価指標

• ある学術雑誌に掲載された論文の平均被引用数

• 学術論文データベース「Web of Science」の収録レコードか
ら計算

• Journal Citation Reports on the Web （JCR Web）に収録

• Journal Impact Factorと5 year Impact Factor

• 年に一度更新。最新は2010年版



インパクトファクターの利用目的

• 当初は「社内指標」として開発

– Citation Index製品（現Web of Science) の収録誌を選択するための参考指
標として開発された

– グローバル・コア・ジャーナル/ 科学コミュニケーションの中核となるような学
術雑誌

• 雑誌ごとに被引用数を集計しただけでは、適切な比較ができない

– 出版規模（1年間の掲載論文数）

– 刊行頻度（1年間の刊行冊数）

• 学術雑誌の比較

– 論文投稿先の決定（研究者）

– 雑誌のコレクション管理（図書館員）

– 編集方針の決定（雑誌編集者）
17



インパクトファクターの計算
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2007 2008 2009

2008年の掲載論文数＝682報 2009年に2192回引用された

2007年の掲載論文数＝452報 2009年に1564回引用された

452+682

1564+2192

＝
1134

3756

≒ 3.312

Source: Journal Citation Reports 2009 Science Edition
18
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5 year Impact Factor: 過去5年分から収録：研究が長い時間をかけて発

展していく分野におけるジャーナル・インパクトを評価するために開発され
ました。従来のJournal Impact Factorでは、ジャーナル・インパクトを十

分に反映しきれないといわれていた分野のジャーナル評価に用います。

Journal Impact Factor

All 

Prior Years

Time

Citations

2009 2010 2011

5 year IF

2004 2005 2006 2007 2008

Immediacy Index

Journal Impact Factorと5 year Impact Factor



Immunology

Journal Impact Factorと5 year Impact Factor

Thomson 

Reuters 

JCR Web 

2007 

Science 

edition 20



Geology

Geology

Journal Impact Factorと5 year Impact Factor

Thomson 

Reuters 

JCR Web 

2007 

Science 

edition
21



Journal Impact Factorは動きの速い（fast –
moving)研究分野の引用ピークをとらえる
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被
引
用
数



5 year Impact Factorは、時間をかけて発展してゆく研究
分野（slow - moving)の引用安定期を反映

23

被
引
用
数



様々な分野の比較

24

被
引
用
数



研究分野がfast - movingかslow  - movingかは、
どうやって知りうるのか？

• Journal Citation ReportsのCategory Dataを見てみましょう。

25Immunology Geology Thomson Reuters JCR 2009 

Science Edition
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Journal Impact Factorによる
Immunology分野の雑誌ランキング年推移

Thomson Reuters Journal Citation Reports 2006-2009 Science Edition

2006 2007 2008 2009

1 ANNU REV IMMUNOL ANNU REV IMMUNOL ANNU REV IMMUNOL ANNU REV IMMUNOL 

2 NAT REV IMMUNOL NAT REV IMMUNOL NAT REV IMMUNOL NAT REV IMMUNOL 

3 NAT IMMUNOL NAT IMMUNOL NAT IMMUNOL NAT IMMUNOL 

4 IMMUNITY IMMUNITY IMMUNITY IMMUNITY 

5 J EXP MED J EXP MED J EXP MED J EXP MED 

6 IMMUNOL REV IMMUNOL REV IMMUNOL REV CURR OPIN IMMUNOL

7 TRENDS IMMUNOL TRENDS IMMUNOL CURR OPIN IMMUNOL IMMUNOL REV

8 SEMIN IMMUNOL CURR OPIN IMMUNOL TRENDS IMMUNOL J ALLERGY CLIN IMMUN

9 CURR OPIN IMMUNOL J ALLERGY CLIN IMMUN J ALLERGY CLIN IMMUN SEMIN IMMUNOL

10 J ALLERGY CLIN IMMUN SEMIN IMMUNOL SEMIN IMMUNOL TRENDS IMMUNOL
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5 year Impact Factorによる
Geology分野の雑誌ランキング年推移

Thomson Reuters Journal Citation Reports 2007-2009 Science Edition

2007 2008 2009

1 GEOLOGY GEOLOGY GEOLOGY

2 J METAMORPH GEOL J METAMORPH GEOL J METAMORPH GEOL

3 J GEOL J GEOL J GEOL

4 GEOMORPHOLOGY GEOMORPHOLOGY GEOMORPHOLOGY

5 SEDIMENTOLOGY PERMAFROST PERIGLAC J SEDIMENT RES

6 PERMAFROST PERIGLAC SEDIMENTOLOGY SEDIMENTOLOGY

7 PALAIOS ORE GEOL REV INT GEOL REV

8 J SEDIMENT RES J SEDIMENT RES SEDIMENT GEOL

9 SEDIMENT GEOL PALAIOS PERMAFROST PERIGLAC

10 INT GEOL REV SEDIMENT GEOL PALAIOS



Eigenfactor™ score: Influence を測る指標
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All 

Prior Years

Time

Citations

2009 2010 20112004 2005 2006 2007 2008

•JCRの引用学術データを利用し、ジャーナルの評価や引用による影響力を示す指標。インパクトファク
ターと並び、ジャーナルの信頼性を評価する手法で、ワシントン大学准教授のカール・ベルグストローム
（Carl Bergstrom）氏らにより提唱。JCRには2009年2月に収録開始。

•インパクトファクターでは、どの雑誌からの被引用数も等しく計算するのに対し、Eigenfactor™ scoreでは、
Cell やNature などの総被引用数の多い雑誌から1 回引用される事は、一般の雑誌から複数回引用され
るよりも高く評価します。

•Eigenfactor™ scoreの詳細はこちらをご覧ください。

•http://eigenfactor.org/



Journal Impact FactorとEigenfactor™ score 
日本の雑誌の例

• インパクトファクターは低いが、アイゲンファクターは上
がる例：

• Chemistry Letters

• Crystal？
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Journal Subject 

Category

Journal Impact 

Factor Rank

Eigen Factor 

Score Rank

JPN J APPL 

PHYS

PHYSICS, 

APPLIED

57位/108誌 8位/108誌

Chem Lett CHEMISTRY, 

MULTIDISCIPLIN

ARY

59位/140誌 18位/140誌

ZOOL SCI ZOOLOGICAL 

SCIENCE

85位/129誌 29位/129誌
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まとめ

• インパクトファクターは？

– １論文あたりの平均的な引用回数にすぎない

– 雑誌の影響度を見たいときに使う

– 5年インパクトファクターやアイゲンファクターなど他の指標も
適宜参考にする

– 研究者の評価に使うものではない

– 必ず同じ分野の中で比較をする

クロールとバタフライのタイムを比較しても
無意味であるのと同じ
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Web of Science (WoS)

http://webofknowledge.com/WOS 

Journal Citation Reports

http://webofknowledge.com/jcr 

EndNote Web
http://www.myendnoteweb.com/

ResearcherID
http://www.researcherid.com/

参考：URL
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お気軽にお問い合わせください：

トムソン・ロイター
学術情報ソリューション

松下 豊

Tel: 03-5218-6507

Fax: 03-5218-7840

Email: yutaka.matsushita@thomsonreuters.com

mailto:naoko.furubayashi@thomsonreuters.com
mailto:satoshi.sagara@thomsonreuters.com

